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社会福祉法人 東広島市社会福祉協議会に 
手すり付きデジタル体重計 1台・歩行車 3台を寄贈 

 
プロジェクトの概 要 

当クラブ会員が 2017 年 2 月に当該デイサービスを訪問し、利用者や職員、ボランティアスタッフへ

の聞き取り調査を実施し、利用・運営状況、施設充実状況、サービスの現状及び平均要介護度が低いデイ

サービス事業所の運営活動資金の実態把握をすることに努めました。 

 その結果、過疎地域で運営している当該デイサービスでは、だんだんと足が不自由になってきている高

齢者夫婦か独居高齢者の利用が多く、介助なしでは歩くことが困難になってきている状況、体を支えても

らわないとふらついて体重計にひとりでは載れない状況を目の当たりにし、職員

やボランティアスタッフと協議するに至りました。 

 そこで、施設内で利用者全員が使えるよう「歩行車と手すり付きデジタル体重

計」を寄贈することとし、2017 年 9 月 6 日、当該デイサービスを慰問の上、

これら機器類を贈呈させて頂きました。当日には、利用者、職員及び地域のボラ

ンティアスタッフ全員で贈呈式を挙行し、感謝状を頂戴しました。 

 プロジェクト実施前は、歩行車の台数も限られており、利用者の移動にも制

限があったが、３台寄贈したことにより移動効率を上げることができた。また

歩行車を補充したことで、高齢者が介助なしに自立して多くの時間を過ごすこ

とができ、意識的な各自の健康管理にもつながった。さらに、これまでの一般

体重計では、足がおぼつかず両脇を抱える介助なくしては計測することが不可

能であったが、手すり付きの体重計を導入したことにより、利用者ひとりでも

体重測定ができ、健康面、安全面でも機能的にも 100％アップし、ガバナンス

強化にもつながった。そういった総合的に職員職務効率が向上したことで、介

護サービスもより向上し、より能率的・効果的・継続的に職務を遂行すること

ができるようになったのではないかと思う。当クラブメンバーは、今後も継続

して社会的弱者に目を向け、「みんなが幸せになる＝福祉」社会実現に向けての社会奉仕活動を持続して

いかなければならないと感じた。 

実 施 報 告 
① 2017 年 9 月 6 日、「社会福祉法人東広島市社会福祉協議会豊栄支所デイサービスセンター豊栄」に

て贈呈式を行い、活用方法をお聞きしながら、高齢者介護の現状を認識し、施設利用者との親睦を深
めた。 

② 2017 年 10 月 14 日･15 日に行われた地元の「本郷商工祭り」にお

いて、ロータリーブースを設け、クラブ会員全員で家庭での不用品を持

ち寄り、プロジェクト資金のためにチャリティーバザーを実施。 

③ 2017 年 12 月 6 日(水)の第 1096 回例会にて、社会福祉法人東広島

市社会福祉協議会豊栄支所介護福祉係長村上真美様をお招き

し「デイサービスセンター豊栄の取り組み」と題して卓話を

行っていただき、当該施設の運営内容、高齢者福祉の現状を

学びながら、今後私たちが行っていかなければならない社会

奉仕活動についてメンバー全員で考えた。 

 


